	訓　練　実　施　要　領

	目的
	火災等の災害に対して、災害発生を想定し、消防計画に基づき通報・消火・避難を安全かつ迅速に行い被害を最小限に阻止し、日常における防火意識の向上を図る。

	想定
	火点及び延焼状況
	
火点：男子３号室より出火し、１階全体に延焼の恐れあり。

	
	気象状況
	南西の風、風速５メートル、乾燥注意報発令中

	活動要領
	発見通報方法及び通報者
	○○○○が男子３号室からの火災を発見、付近の利用者に大声で知らせると共に非常ベルを鳴動する。
当直責任者の指示に従い、△△△△が非常放送等を使用し、避難者に指示する。

	
	初期消火
	火災発見者○○○○は安全且つ迅速に火災現場に駆け付けると共に最寄りの消火設備（消火器・屋内消火栓等）を積極的に活用し初期消火に努める。又、天井に火が燃え移る等、消火できないと判断した場合は速やかに安全な場所に避難する。

	
	[bookmark: _GoBack]避難誘導
	　初期消火を終えた○○○○、△△△△は戸締まり等の確認をすると共に出火場所を考慮し避難者を指定の避難場所に速やかに誘導し人員の有無を確認する。その後、負傷者の応急救護に当たる。

	
	消防隊への報告
	　消防隊到着時に現場責任者○○○○は、要救助者の有無・避難の状況及び出火箇所等の報告をする。

	自　衛　消　防　組　織　役　割　分　担

	自衛消防隊長を（○○○○）とし、自衛消防活動に必要な指揮・命令・避難状況の把握及び、消防隊との密接な連携を図る。
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